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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第13期
第２四半期
連結累計期間

第14期
第２四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日

自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日

売上高 (千円) 9,514,065 10,461,041 19,413,395

経常利益 (千円) 1,750,426 2,349,467 3,633,532

四半期(当期)純利益 (千円) 1,189,270 1,503,859 2,605,219

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,362,556 1,940,859 3,194,576

純資産額 (千円) 11,601,002 15,193,199 13,420,448

総資産額 (千円) 19,354,628 21,789,480 21,907,541

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 104.99 134.19 231.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.5 62.8 54.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △435,720 759,969 4,608,109

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △286,912 △1,348,675 △522,861

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 245,150 △483,959 △1,082,747

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,929,247 6,689,688 7,561,380
 

 

回次
第13期
第２四半期
連結会計期間

第14期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日

自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 99.74 77.70
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、欧州諸国の財政問題や新興国経済の減速感が強まるなど、景気

の先行きは不透明な状況になりました。一方、わが国経済におきましては、政府の経済政策および金融緩和策によ

る企業業績の改善や、雇用環境の持ち直しの動きも見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移しました。

当社グループが属するフラットパネルディスプレイ業界におきましては、大型パネル市場では、ディスプレイサ

イズの大型化による面積需要の増加の影響から、テレビ向けパネルの価格上昇が継続しておりましたが、パネル需

要が一服したことなどにより、一部のサイズについては価格下落に転じました。一方、タブレット端末向けパネル

は、市場の成長鈍化にともない価格の下落が続きました。中小型パネル市場では、スマートフォンについて、大手

ブランドが新機種を発売し、また小米（シャオミ）など一部の中国メーカーが着実に販売台数を伸ばしましたが、

パネル価格は競争の激化によって下落しました。

なおパネルメーカーは、旧正月商戦や５月の労働節商戦などに向けて総じて高い稼働率を継続しました。

そのような状況の中、当社グループにおきましては、大型パネル向けフォトマスク需要は、開発と量産の両用途

で前期に引き続き堅調であったことに加え、収益性の高い物件の割合が増加するなど、当社想定を上回って好調に

推移いたしました。また、中小型パネル向けフォトマスク需要は、開発用途が減少した一方で、量産用途は増加し

ました。

その結果、当社グループの連結業績につきましては、売上高104億61百万円（前年同期比10.0％増）となりまし

た。利益につきましては、営業利益25億43百万円（前年同期比45.7％増）、経常利益23億49百万円（前年同期比

34.2％増）、四半期純利益15億３百万円（前年同期比26.5％増）と増収増益となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて１億18百万円減少し217億89百万

円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が増加した一方で、現金及び預金や機械装置及び運搬具が減少

したことによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて18億90百万円減少し65億96百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金や長期借入金が減少したことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて17億72百万円増加し151億93百万円となりました。これは主に、利益

剰余金や為替換算調整勘定の増加によるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ８億71百万円減少し、66億89百万円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果増加した資金は、７億59百万円(前年同期は４億35百万円

の減少)となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益24億48百万円、減価償却費８億18百万円、売上

債権の増加額14億24百万円、仕入債務の減少額９億42百万円、法人税等の支払額７億26百万円によるものであり

ます。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果減少した資金は、13億48百万円(前年同期は２億86百万円

の減少)となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出13億35百万円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果減少した資金は、４億83百万円(前年同期は２億45百万円

の増加)となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出３億円によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億１百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当社グループは、個別注文に応じた受注、生産及び販売を行っており、いずれの実績につきましても比較的変動

いたします。

因みに、当第２四半期連結累計期間における大型総合フォトマスク事業の生産、受注及び販売実績は、次のとお

りです。

 

①生産実績

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同期比（％）

　大型総合フォトマスク事業 6,483,604 97.8

合計 6,483,604 97.8
 

　　　(注）１　金額は、製造原価によっております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

②受注実績

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比（％） 受注残高(千円) 前年同期比（％）

　大型総合フォトマスク事業 8,520,308 95.9 554,786 109.6

合計 8,520,308 95.9 554,786 109.6
 

　　　(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

③販売実績

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比（％）

　大型総合フォトマスク事業 10,461,041 110.0

合計 10,461,041 110.0
 

　　　(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,760,000

計 32,760,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年５月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,368,400 11,368,400
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数100株

計 11,368,400 11,368,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年３月31日 ― 11,368,400 ― 4,109,722 ― 4,335,413
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(6) 【大株主の状況】

平成27年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社写真化学
京都府京都市中京区烏丸通二条下る秋
野々町５１８番地

705,100 6.20

石田敬輔 京都府京都市北区 659,700 5.80

株式会社ニコン
東京都千代田区神田駿河台４丁目６番
地

568,400 4.99

株式会社京都銀行
京都府京都市下京区烏丸通松原上る薬
師前町７００

356,200 3.13

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 326,200 2.86

株式会社SCREENホールディングス
京都府京都市上京区堀川通寺之内上る
４丁目天神北町１番地の１

315,000 2.77

石田昌德 京都府京都市下京区 306,500 2.69

株式会社石田産業 京都府京都市北区小山西花池町１－１ 277,400 2.44

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 251,200 2.20

株式会社りそな銀行
大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－
１

251,200 2.20

計 ― 4,016,900 35.33
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 161,100
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,206,200
 

112,062 ―

単元未満株式 普通株式 1,100
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 11,368,400 ― ―

総株主の議決権 ― 112,062 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エスケーエレク
トロニクス

京都市上京区東堀川通リ
一条上ル竪富田町436番地
の２

161,100 ─ 161,100 1.42

計 ― 161,100 ─ 161,100 1.42
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,561,380 6,689,688

  受取手形及び売掛金 3,981,819 5,550,152

  商品及び製品 131,293 66,020

  仕掛品 276,781 210,996

  原材料及び貯蔵品 1,328,800 1,243,047

  その他 523,297 392,668

  貸倒引当金 △1,773 △4,763

  流動資産合計 13,801,600 14,147,810

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,628,176 3,578,498

   機械装置及び運搬具（純額） 2,128,931 1,586,916

   土地 1,607,750 1,607,750

   その他（純額） 203,654 248,937

   有形固定資産合計 7,568,512 7,022,103

  無形固定資産   

   のれん 23,187 17,866

   ソフトウエア 143,273 134,034

   無形固定資産合計 166,460 151,900

  投資その他の資産   

   その他 371,168 467,766

   貸倒引当金 △200 △100

   投資その他の資産合計 370,968 467,666

  固定資産合計 8,105,941 7,641,670

 資産合計 21,907,541 21,789,480
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,857,952 2,974,449

  1年内返済予定の長期借入金 600,000 600,000

  未払法人税等 855,377 1,100,333

  役員賞与引当金 60,000 -

  その他 2,201,136 1,309,308

  流動負債合計 7,574,466 5,984,091

 固定負債   

  長期借入金 800,000 500,000

  その他 112,626 112,190

  固定負債合計 912,626 612,190

 負債合計 8,487,093 6,596,281

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,109,722 4,109,722

  資本剰余金 4,335,413 4,335,413

  利益剰余金 3,559,021 4,894,772

  自己株式 △148,328 △148,328

  株主資本合計 11,855,828 13,191,579

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 70,670 118,546

  為替換算調整勘定 98,582 383,099

  その他の包括利益累計額合計 169,253 501,645

 少数株主持分 1,395,366 1,499,973

 純資産合計 13,420,448 15,193,199

負債純資産合計 21,907,541 21,789,480
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

売上高 9,514,065 10,461,041

売上原価 6,663,821 6,588,453

売上総利益 2,850,244 3,872,587

販売費及び一般管理費 ※  1,104,563 ※  1,329,243

営業利益 1,745,681 2,543,344

営業外収益   

 受取利息 2,213 4,466

 不動産賃貸料 14,749 14,701

 その他 24,878 5,874

 営業外収益合計 41,841 25,042

営業外費用   

 支払利息 10,704 7,366

 為替差損 6,538 184,108

 その他 19,853 27,444

 営業外費用合計 37,096 218,919

経常利益 1,750,426 2,349,467

特別利益   

 補助金収入 100,000 100,000

 特別利益合計 100,000 100,000

特別損失   

 有形固定資産除却損 21,786 673

 特別損失合計 21,786 673

税金等調整前四半期純利益 1,828,640 2,448,793

法人税、住民税及び事業税 493,338 1,016,963

法人税等調整額 51,707 1,772

法人税等還付税額 - △95,879

法人税等合計 545,046 922,856

少数株主損益調整前四半期純利益 1,283,593 1,525,936

少数株主利益 94,323 22,077

四半期純利益 1,189,270 1,503,859
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,283,593 1,525,936

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △9,565 47,875

 為替換算調整勘定 88,528 367,047

 その他の包括利益合計 78,963 414,922

四半期包括利益 1,362,556 1,940,859

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,249,592 1,836,252

 少数株主に係る四半期包括利益 112,964 104,607
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
  至　平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
  至　平成27年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,828,640 2,448,793

 減価償却費 456,137 818,348

 のれん償却額 5,320 5,320

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,958 2,873

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） - △60,000

 受取利息及び受取配当金 △2,700 △4,995

 支払利息 10,704 7,366

 有形固定資産除却損 21,786 673

 売上債権の増減額（△は増加） △1,337,300 △1,424,619

 たな卸資産の増減額（△は増加） 248,594 245,841

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,578,368 △942,107

 未払金の増減額（△は減少） △61,664 △87,109

 その他 103,141 382,245

 小計 △313,666 1,392,631

 利息及び配当金の受取額 2,646 4,995

 利息の支払額 △10,513 △7,167

 法人税等の支払額 △114,187 △726,369

 法人税等の還付額 - 95,879

 営業活動によるキャッシュ・フロー △435,720 759,969

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △291,371 △1,335,422

 無形固定資産の取得による支出 △8,455 △18,120

 貸付金の回収による収入 12,545 12,246

 その他 369 △7,378

 投資活動によるキャッシュ・フロー △286,912 △1,348,675

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 790,000 -

 長期借入金の返済による支出 △300,000 △300,000

 設備関係割賦債務の返済による支出 △31,515 △15,850

 配当金の支払額 △113,372 △168,108

 自己株式の取得による支出 △99,961 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー 245,150 △483,959

現金及び現金同等物に係る換算差額 35,908 200,974

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △441,574 △871,691

現金及び現金同等物の期首残高 4,370,822 7,561,380

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,929,247 ※  6,689,688
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　　　(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　　　(有形固定資産の減価償却方法の変更)

従来、頂正科技股份有限公司（連結子会社）の機械装置の減価償却方法は定額法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より定率法に変更いたしました。

当社グループの設備投資計画の見直しを契機として、技術革新による設備の経済的陳腐化の加速等を勘案する

中で、定率法が当社グループの経済的実態をより適切に反映することができる費用配分方法であると判断いたし

ました。また、当社グループのグローバル展開の中で、海外拠点の重要性が高まり、グループ内の会計処理を定

率法に統一する事がより合理的であると判断いたしました。

この結果、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が118,477千円増加し、当第２四半期連

結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は118,477千円減少しております。

 
(会計上の見積りの変更)

　　　(耐用年数の変更)

当社及び頂正科技股份有限公司（連結子会社）の機械装置は、当社グループの設備投資計画の見直しを契機

に、第１四半期連結会計期間より耐用年数を変更しています。

ビジネス環境の変化、製品ライフサイクルの短縮等を勘案する中で、より実態に即した経済的使用可能予測期

間に基づく耐用年数に変更するものです。

この結果、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が28,299千円増加し、当第２四半期連

結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は28,299千円減少しています。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

1　コミットメントライン契約

当社グループにおいては、運転資金の効率的な調達を行うため金融機関５社とシンジケーション方式のコミッ

トメントライン契約を締結しております。

当該契約に基づく当第２四半期連結会計期間末における未実行残高等は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

コミットメントラインの総額        3,600,000千円       3,600,000千円

借入実行残高 ―千円 ―千円

差引額 3,600,000千円         3,600,000千円
 

 

2　財務制限条項

当社グループの短期借入金のうち、平成25年３月26日締結のシンジケーション方式のコミットメントライン契

約(当第２四半期連結会計期間末においては未実行)には、以下の財務制限条項が付されております。

（1）各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額から為替換

算調整勘定及び少数株主持分を控除した金額を平成24年９月決算期末日における連結の貸借対照表にお

ける純資産の部の金額から為替換算調整勘定及び少数株主持分を控除した金額の75％以上に維持するこ

と。

（2）各年度の決算期及び第２四半期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額を平成24年

９月決算期末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額の75％以上に維持すること。

（3）各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経常損益並びに連結キャッシュ・フロー計算書に

示される減価償却費及びのれん償却費の金額に関して、平成25年９月期以降の決算期につき２期連続し

て償却前経常損失を計上しないこと。ここでいう「償却前経常損失を計上」とは、当該連結の損益計算

書上の経常損益の金額に連結キャッシュ・フロー計算書上の減価償却費の欄の金額及びのれん償却費の

欄の金額を加えた金額がマイナスとなることをいう。
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（4）各年度の決算期における単体の損益計算書に示される経常損益並びに有形固定資産等明細表の「当期償

却額」欄に示される減価償却費及びのれん償却費の金額に関して、平成25年９月期以降の決算期につき

２期連続して償却前経常損失を計上しないこと。ここでいう「償却前経常損失を計上」とは、当該単体

の損益計算書上の経常損益の金額に有形固定資産等明細表の「当期償却額」欄に示される減価償却費及

びのれん償却費の金額を加えた金額がマイナスとなることをいう。

 
(四半期連結損益計算書関係)

　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

従業員給料手当 357,675千円 455,127千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

現金及び預金 3,929,247千円 6,689,688千円

現金及び現金同等物 3,929,247千円 6,689,688千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成26年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 (千円)

１株当たり
 配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月20日
定時株主総会

普通株式 113,372 10 平成25年９月30日 平成25年12月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 (千円)

１株当たり
 配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月19日
定時株主総会

普通株式 168,108 15 平成26年９月30日 平成26年12月22日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日)

当社グループの事業は、主としてフォトマスクの設計・製造・販売であり、区分すべき事業セグメントが存在

しないため単一セグメントとなっており、セグメント情報に関連付けては記載をしておりません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日)

当社グループの事業は、主としてフォトマスクの設計・製造・販売であり、区分すべき事業セグメントが存在

しないため単一セグメントとなっており、セグメント情報に関連付けては記載をしておりません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 104円99銭 134円19銭

 (算定上の基礎)   

　四半期純利益金額(千円) 1,189,270 1,503,859

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,189,270 1,503,859

 普通株式の期中平均株式数(株) 11,327,825 11,207,263
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年５月14日

株式会社エスケーエレクトロニクス

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   中　　島　　久　　木　　印
 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   駿　　河　　一　　郎　　印
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス

ケーエレクトロニクスの平成26年10月１日から平成27年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成

27年１月１日から平成27年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年10月１日から平成27年３月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスケーエレクトロニクス及び連結子会社の平成27年３

月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

会計方針の変更等に記載のとおり、頂正科技股份有限公司（連結子会社）は、第１四半期連結会計期間より、機械装

置の減価償却方法を定額法から定率法に変更している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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